
フードシェアカウンター“MIKKE”のシステム詳細

利用イメージ

○サービス概要
・食料品店の店舗内にイートインカウンターがあり、
会員はカウンターに好きな商品を持ち込んで食べることができる。
・単体では食事にならない商品は、最低限の調理をしてくれる。
→温めるものは温めてくれる。ふりかけにはご飯(有料)を付けてくれる。
ドレッシングにはサラダ(有料)を付けてくれる

・食べ残した食品は「シェア食品リスト」に追加されて他の会員とシェアされる。
・会員はシェア食品リストの中から好きな食品を試食することができる。
・シェア食品リストはwebでいつでも閲覧可能。

○会員制度
・会員は、基本利用料無料の標準会員と、
月額利用料を払うプレミアム会員からなる。
・プレミアム会員だけが、シェア食品リストへ新しい食品を追加できる(後述)。

○シェア食品リストへの食品の追加
・店側やサプライヤーは、戦略的に客に訴求したい商品を
シェア食品リストへ追加する。
・プレミアム会員は好きな商品を実店舗 or ネットで商品を購入し、
シェア食品リストへ追加できる。

○シェア食品リスト内の食品の試食
・標準会員は、月ごとに決められた分量だけ、商品を自由に試食できる。
・プレミアム会員は、自身がリストに追加した商品の金額に応じた分量だけ、
商品を試食できる。
・シェア食品リストに追加された食品は、最初はプレミアム会員のみが
試食できる。保存期限が近づいた食品は標準会員も試食できるようになる。
これにより、フードロスを削減する。

無料会員に登録して、定期的にシェア食品リストを
チェックしています。
気になっていた高級ドレッシングがリストに入ったので店
舗に直行して試食しました。
予想通り美味しかったので購入して帰りました。

標準会員
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コンセプト
KALDIをはじめとする輸入食品スーパーの次世代型サービスとして、
「フードシェアカウンター “MIKKE”」を提案する。
買い物で最もワクワクする瞬間は、魅力的な商品を見つけて手に取ったとき
である。しかし、価格や内容量が生活スタイルに合わず、購入を見送ってし
まい、せっかくのワクワクが消滅してしまうことがある。
「フードシェアカウンター “MIKKE” 」は、様々な商品をその場で少量ずつ試
食できる場を提供することにより顧客一人ひとりの「面白いもの見つけた！」
というワクワクを「気に入った！」というワクワクへと繋げるお手伝いをする。

1500円のワインと1000円の生ハムと500円のドレッ
シングを購入し、シェア食品リストに追加しました。
自分で選んだ食品を少し食べて、シェア食品リストに
あった食品を色々食べて大満足でした。たまたまシェア
食品リストにあったチーズを食べたら気に入ったので買っ
て帰りました。

プレミアム会員



気になる商品の味を確認す
るために、商品を購入する

輸入食品スーパー 気になる商品を試すために個別購入が必要

個別購入せずに多種多様な商品を試せる

定説

実現
したいこと

試して気に入らな
かった場合フードロ
スにつながる。個別
購入だとコストも高
く気軽に試せない。

“フードシェアカウンター”の導入によ
り幅広く未知の食材にトライし、新た
な“お気に入り”が見つかる場を提供。
来店時ののワクワクupを実現すると共
に、必要な量だけ商品を入手し試す仕
組みでフードロス低減を実現する。

既存顧客をよりワクワクさせる構造

フードシェアカウンター

ギャップを
埋める仕組み
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商品知識を有する
“食通”の顧客が楽しむもの

輸入食品スーパー 食通が楽しむもの

食の知識が無くても楽しめる

定説

実現
したいこと

商品知識が無くても
気軽に入店して
食材との出会いを

楽しみたい

新規顧客を獲得する構造

“フードシェアカウンター”の導入に
より、気軽に未知の食材にトライし
“お気に入り”が見つかる場を提供。
これまで入店をためらっていた層を

顧客として取り込む仕組み。

フードシェアカウンター

ギャップを
埋める仕組み
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幅広い
商品群を
試す”場”

実店舗

常連顧客
※食通

フードサプライヤーフードシェアカウンター

株式会社キャメル珈琲

商品知識はあり
いつも買う商品も決まっているが

KALDIの膨大な商品群を
もっと満喫したい

潜在
顧客

運営 売上

購入

卸売

商品知識は無いが
気軽に入店して
食材との出会いを

楽しみたい

併設

お気に入り食材と
出会う“場”

無料で
試す

月額課金
食材登録

試す (優先)

商品 購入

食材登録

食材登録

顧客に直接
自社商品をPR
する場が欲しい

顧客のニーズを
ダイナミックに
把握したい

食材のフードシェアカウンターへの登録後、
一定期間は月額課金顧客のみが食材にアクセ
ス可能。その後、保存期限が近づいたタイミ
ングで潜在顧客 (無料) にも食材へのアクセス
を開放。これにより有料顧客へのサービス品
質を担保しつつ、潜在顧客の常連顧客化を促
す。事業会社目線では定期購読サービス導入
による収益の安定化およびシェアカウンター
の消費挙動把握を通じたより動的なニーズ予
測が可能となるご利益がある。また、フード
サプライヤー目線ではシェアカウンターへの
食材登録を通じた自社商品の顧客への直接ア
ピールが可能となるメリットがある。このよ
うに、フードシェアカウンターは全方位でメ

リットのある仕組みであると言える。

フードシェアカウンターを通じて
常連顧客に進化
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イメージ図
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フードシェアカウンター “MIKKE” 輸入食品スーパー

フードシェアカウンターに
シェアしに行く

リストから
選んで食べる

商品を選ぶ
シェア食品リストを見て

店に行く

標準会員プレミアム会員

プレミアム会員

プレミアム or
標準会員
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